別紙様式
「21世紀環境共生型住宅のモデル整備による建設促進事業」申請書
１．事業主体について
　地方公共団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	担当部局・課・係名
	

	担当者名
	

	住所

	〒


	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	

	電子メールアドレス
	


【地方公共団体の概況】
	貴団体の位置、面積、人口、気候風土、自然条件、地域特性等について記載して下さい。



【地域内の住宅建築に係る需給概況】

	住宅建築の供給

	貴団体の地域内における民間向け住宅供給体制の現状（例えば、住宅供給公社等の公的機関、建築士事務所登録状況、登録施工者数、住宅に占める一戸建て住宅の割合等）について記載して下さい。

	住宅建築の需要

	貴団体の地域内における民間住宅需要の現状（例えば、過去５年程度の新設着工住宅戸数の推移等）について記載して下さい。


【地方公共団体における事業実施体制】
	総合的・計画的な環境保全対策（地球温暖化対策に係る計画等）の内容及び本事業の位置づけ

	貴団体において既に策定されている地球温暖化対策計画等があれば、その内容について記載して下さい。また、当該計画等の下で、本事業をどのように位置づけて推進していくのかについて記載して下さい。


	エコハウス普及構想・関連施策

	貴団体の地域において、どのようなエコハウスを普及させようとしているか、その構想や目標等があれば記載して下さい。また、本事業以外に、貴団体において既に実施又は実施を予定しているエコハウス普及関連施策があれば、記載して下さい。


	関係部局の役割分担と連携体制

	環境部局、住宅部局、商工部局等、貴団体内における本事業の関係部局間の役割分担と連携体制について、記載して下さい。



２．21世紀環境共生型モデル住宅の建設予定地について
	住所等
	

	交通アクセス

	

	土地面積
	　　　　　　　　　　　（㎡）

	価格（実勢価格）
	　　　　　　　　　　　（百万円）

	土地の現況（所有者、状態及び権利形態）
	

	【貴団体に所有権がない場合】土地確保（購入/賃借）の見込み

	

	都市計画
	

	用途地域
	

	建ぺい率
	

	容積率
	

	建設予定地周辺の気候風土（年間の気温、湿度、風況、日射量、降水量、降雪量等）
	

	建設予定地周辺の自然資源（緑地、水辺等）
	

	建設予定地周辺の土地利用環境の特徴（住宅地、市街地、農業地その他の特徴）
	


３．21世紀環境共生型モデル住宅の整備等の構想について
　　以下の内容は、現時点での想定・試算が可能な範囲で記載して下さい。
	建物概要・規模

	

	面積
	　　　　　　          （㎡）

	予算
	　　　　　　　　　　　（百万円）

	モデル住宅の構想

	どのような21世紀環境共生型モデル住宅をどのように整備するのか、その基本的な考え方について記載して下さい。


	管理・運営等

	21世紀環境共生型モデル住宅の整備後に、貴団体が実施する予定のモデル住宅を活用した広報活動や、その継続的な管理・運営の計画や見通しについて、記載して下さい。



４．エコハウス推進地域協議会を中心とした普及活動の構想について
	エコハウス推進地域協議会の構成メンバー（見込み段階でも可）

	

	普及活動の具体策（スケジュール、各構成メンバーの役割分担を含む）
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